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野草スケッチ ヤクシソウ（キク科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1996/10/25  稲城市矢野口   絵と文 Ｔａ 

 

ヤクシソウは「薬師草」と書く。 

なにか謂れがありそうだが、語源ははっきりしないらしい。 

図鑑などで調べると、次のような説がある。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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１．薬師堂の傍にはえていたから 

２．葉の形が薬師如来の背光に似ているから 

３．薬草にしたから 

 

さて、正解はどれでしょう・・・って、クイズをやっているわけではないが。 

正直言って、私にもわからない。こういうときは、独断と偏見で決めてしまおう。 

１．はあまりにも説得力がなさすぎる→× 

２．は仏様の背中にあるボートみたいなものを指しているのだと思うが、葉っぱ

を見て背光を連想するものだろうか。名前が付いた後でこじつけたような気がす

る→× 

消去法で３．に決定しました(^_^;) 

 

こんな「遊び」ができるのも、私がアマチュアだからだ。 

植物名の語源は難しい。 

専門家だったら、独断と偏見、というわけにはいかないだろう。 

そこにアマチュアという領域の自由さ、闊達さがあるのだと思う。 

私のスケッチにしても同じことが言える。 

専門家が見たら、顔をしかめるようなものもたぶんあるに違いない。 

それでも、自分の見たままを自分なりに自由に描けるのは、素人の強みなのであ

る。 

 

「スケッチなんて、だれにでもできますよ」というと、「いえ、私には描けません」

といった反論が必ずある。 

絵は、みんな幼稚園のころから描いているのだ。 

急に描けなくなる、というものではないと思う。 

「描けない」と仰る心理を分析すると、要は「上手に描けない」のであって、「下

手だから」というのはプライドにかかわるから、単に「描けない」と言っている

のだと思う。 

さらに、自分に能力がないから下手、とは認めたくない自分がいる。 

これも、心理学者でもないシロートの憶測である。 

 

絵にしろ何にしろ、最初から上手い人がいたら、それは本物の天才であろう。 

最初はだれだって下手なのだ。 

ある程度の水準までなら、練習すれば到達できる。 

どれくらいの練習をすればどこまで到達できるのか。これはむずかしい。
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一つの目安として、５００時間という線がある。 

あるセミナで聞いた話の受け売りであるが、一つのことを人よりも５００時間多

く行えば、人前に出せる水準になる、それだけ能力はアップする、というのだ。 

 

たとえば、将棋が強くなりたかったら、ライバルより毎日１時間余計に将棋の勉

強をして、１年半がんばれば、見違えるほど強くなれる。 

そこまでいかないうちに放り出してしまう人が多いのではないだろうか。 

持続させるには、興味が途切れないこと。これが一番大事ではないかと思う。 

 

私がスケッチに費やしてきた時間は、ざっと見積もって、１枚平均５時間×５０

０枚＝２５００時間ということになる。 

そういえば、１００枚（５００時間）描いたころから、自分でも絵の出来栄えが

変わってきたように感じた。 

２５００時間で到達できるレベルは、まだテクニックの段階であり、才能ではな

いと思う。 

努力さえすれば開ける世界だ。 

 

いかがでしょう。あなたもスケッチをやってみませんか。  

（２０００年１０月記） 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

〔観察記録〕１０月１７日 稲城ふれあいの森 

曇りがちで観察会日和でした。参加者６０名。約１万歩、５ｋｍくらいの歩き

でした。 

イネ科とシダの仲間が色々観察出来ました。お目当てのツリガネニンジンは観

察出来ましたが、リンドウは皆で探したのですが、見つかりませんでした。 

珍しいアイナエは今年は増えているようです。小さな花ですが、結構見付かりま

した。昔の図鑑では、花の外観が似ていることからフジウツギ（ブッドレア）科

としているものがありますが、現在はマチン科となりました。マチン科には劇薬

のストロキニーネが作られるマチン属があります。 

クルマアザミも見られました。ノハラアザミの品種ですが、ノアザミの変種と

している人もいます。頭状花の基部に多数の葉状総苞をつけたものです。 

カシワバハグマがありました。名前にハグマがつく植物がいくつかあります。

オクモミジハグマ、キッコウハグマなど。ハグマは白熊と書くそうです。これら

の植物の花穂をヤクという動物の白い尻尾の毛を束ねた白熊（はぐま）に見立て
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て付けたものだそうです。 

ツルドクダミが実をつけていました。これは葉がドクダミに似ているからつけ

られた名前で、ドクダミ科ではなくてタデ科の植物です。塊茎を何首烏（カシュ

ウ）といって、整腸、

強壮薬として使う

そうです。本に何首

烏の名の由来が載

っていました。若い

ころから白髪だっ

た「何」という男が

ツルドクダミの根

を食用としたとこ

ろ、頭が烏の首のよ

うに黒くなったの

でこの名前がつい

たそうです。 (FAM)         今回のコース 

 

 ▼観察記録（番号順） 

(01)コセンダングサ(花)、(02)チカラシバ、(03)ヤハズソウ、(04)カゼクサ、(05)

アキメヒシバ、(06)ネズミノオ、(07)キンエノコロ、(08)トダシバ、(09)ムラ

サキエノコログサ、(10)メヒシバ、(11)ホソアオゲイトウ、(12)アメリカイヌホ

オズキ(花)、(13)アキノエノコログサ、(14)ユウガギク(花)、(15)オヒシバ、(16)

ヌカキビ、(17)ゲジゲジシダ、(18)アシボソ、(19)マユミ、(20)ツリバナ、(21)

イヌタデ(花)、(22)カジイチゴ、(23)ハナタデ(花)、(24)シロヨメナ(花)、(25)

ノガリヤス、(26)ムラサキシキブ、(27)ヒメシダ、(28)アレチウリ(花)、(29)

コマユミ(実)、(30)サラシナショウマ、(31)コクサギ(実)、(32)ノハラアザミ(花)、

(33)オニドコロ(実)、(34)ヤマノイモ、(35)ヒメヒラテンツキ、(36)ツルボ(実)、

(37)ササガヤ、(38)ケチヂミザサ、(39)ゼンマイ、(40)ミドリヒメワラビ、(41)

ベニシダ、(42)ミズヒキ(花)、(43)カラスウリ(実)、(44)アメリカセンダングサ(花)、

(45)ミズキ、(46)ベニバナボロギク(花)、(47)ホラシノブ、(48)ヤクシソウ(花)、

(49)タチシノブ、(50)ヤマイタチシダ、(51)カシワバハグマ、(52)ヤブムラサ

キ、(53)ムクノキ、(54)ホオノキ、(55)アワブキ、(56)ヒサカキ(蕾)、(57)コウ

ヤボウキ(花)、(58)タマノカンアオイ、(59)ウグイスカグラ、(60)ハリガネワラ

ビ、(61)キバナアキギリ、(62)ミゾシダ、(63)ノササゲ(実)、(64)ヤマホトトギ

ス(実)、(65)クワクサ、(66)アオミズ、(67)アカショウマ(実)、(68)ヤマルリソ
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ウ、(69)ニガキ、(70)ナガバノスミレサイシン、(71)ツタウルシ、(72)ウワミ

ズザクラ、(73)クマシデ、(74)エゴノキ、(75)ハリギリ、(76)サルトリイバラ、

(77)ミツバアケビ、(78)ウリクサ(花)、(79)チェリーセージ・ホットリップス(花)、

(80)カヤツリグサ、(81)ニシキギ、(82)アキノノゲシ(花)、(83)ヒロハノカワラ

サイコ、(84)オガルカヤ、(85)コブナグサ、(86)ヒメヨツバムグラ、(87)フユ

ノハナワラビ、(88)ゲンノショウコ(花)、(89)コスミレ、(90)コゴメガヤツリ、

(91)サネカズラ(実)、(92)イヌカタヒバ、(93)ヒイラギ(蕾)、(94)マルバマンネ

ングサ、(95)ホトケノザ(花)、(96)ヤマハッカ(花)、(97)ミツバウツギ、(98)ヤ

マウコギ、(99)アブラススキ、(100)ガマズミ(実)、(101)シラヤマギク(花)、

(102)ツリガネニンジン(花)、(103)ワラビ、(104)カニクサ、(105)ヒヨドリバ

ナ、(106)ヤノネグサ、(107)アゼガヤツリ、(108)ハシカグサ、(109)ハイヌ

メリ、(110)カワラスガナ、(111)クルマアザミ(花)、(112)キツネノマゴ(花)、

(113)イヌトウバナ(花)、(114)アイナエ(花)、(115)リュウノウギク(花)、(116)

コマツナギ(実)、(117)ジュズダマ、(118)イヌガンソク、(119)イヌコウジュ、

(120)オオオナモミ(実)、(121)ブタナ(花)、(122)ノコンギク(花)、(123)ツル

ドクダミ(実)、(124)センニンソウ(実)、(125)ウマノスズクサ、(126)コバノガ

マズミ(実)、(127)イヌビエ 

〔行事予定〕200９/12/13（日） 焼き芋大会 

項 目 説 明 

集 合 午前１０時、京王相模原線京王よみうりランド駅  ※会旗目標  

京王よみうりランド駅の改札口は一個所だけです 

交 通 京王線調布駅から相模原線橋本行快速または各停で３駅目 

京王よみうりランド駅には急行は停まりませんのでご注意下さい 

行く先 

(解散場所） 

稲城市穴沢天神での恒例・焼き芋大会です。穴沢天神で解散。最寄

駅は京王よみうりランド駅です  

焼き芋準備グループと観察グループの２班に分かれて行動する予定

です 

見所・その他 たき火(^_^;) 冬芽，常緑シダなども観察します 

当会の忘年会を兼ねます。芋，酔い子の飲み物などは幹事が用意し

ます。差し入れ大歓迎！！ 

コース 観察グループのコース： 

駅前～よみうりランド遊歩道～小沢城址～穴沢天神（焼き芋大会）

（解散：１５時３０頃） 

 ※雨天決行 参加申込み不要、会費当日５００円 
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〔行事予定〕2009/11/28（土） 草花丘陵 

項 目 説 明 

集 合 ａｍ１０時、ＪＲ青梅線羽村駅 改札口付近 ※会旗目標 

羽村駅の改札口は一個所だけです 

交 通 ＪＲ青梅線青梅特快 立川発９：３５ 羽村着９：５５があります 

立川～羽村は、約２０～２５分です 

行く先 

(解散場所） 

草花丘陵（一回りして羽村駅へ戻ります）（下の地図を参照ください） 

羽村駅にてｐｍ４時頃解散予定 

見所 

 その他 

羽村市のボランティアが保護しているカワラノギクが見ごろです 

カワラノギクの分布は多摩川と相模川の一部に限られています 

他に、コシオガマ、コウヤボウキ、ヤマゼリ、タイアザミなどの花

や各種木の実が見られます 

地 図 

 

 

 

 

コース 羽村駅→羽村堰→河原（カワラノギク保護地）→羽村市郷土博物館

（昼食）→羽村神社→ゴルフ場に沿った散策路→羽村大橋→羽村堰

→羽村駅（解散：４時頃）  

行程４～５ｋｍ程度です  

多少のアップダウンがあります  

コースは天候その他により変更する場合があります  

ご用のある方は途中で抜けても構いません 

 ※小雨決行 参加申込み不要、会費当日３００円 


